
　

本
市
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
が
低
迷
し
て
い
る

上
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
り
、

市
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は
ま
す
ま
す
増

大
す
る
と
と
も
に
、
困
難
の
度
合
い
を
強

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
の
平
成
22
年
度

予
算
は
、
私
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
本
格

的
な
予
算
編
成
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
で
公
約
を
実
現
す
る
た
め
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
使
う

こ
と
を
念
頭
に
、「
活
力
あ
る
長
門
市
再

生
予
算
」
と
な
る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

地
域
再
生
の
課
題

　

本
市
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

た
と
き
に
、
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
が
、
最
も
急
が
れ
る
地
域
の
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
昨
年
8
月
に

「
な
が
と
地
域
再
生
戦
略
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
民
間
委
員
の
皆
様
に
、
行
政
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
意
見
を
求
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
同
会
議
か
ら
、

「
第
1
次
産
業
と
観
光
の
振
興
に
よ
る
長

門
地
域
活
性
化
戦
略
」
と
し
て
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
三
つ
の
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
、
そ
の
具
体
的
な
重
点
事
業
に
つ
い

て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
や
持

続
可
能
な
農
業
経
営
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
儲
け
る
仕
組
み
づ
く
り
」

と
し
て
、
農
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重
点
事
業
は
、

「
農
産
物
直
売
所
の
整
備
」
と
、「
農
商
工

連
携
の
促
進
」
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
漁
獲
量
の
減
少
や
魚
価
の

低
迷
に
よ
る
操
業
意
欲
の
低
下
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
儲
か
る
漁
業

の
振
興
」
を
目
指
す
水
産
業
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重

点
事
業
は
、「
加
工
場
・
冷
凍
保
管
庫
の

整
備
」
と
、「
魚
食
の
普
及
活
動
」
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
観
光
形
態
や
観
光
に
対
す

る
価
値
観
の
変
化
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
流
人
口
の

拡
大
」
を
目
指
す
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
重
点
事

業
は
、「
観
光
事
業
の
再
構
築
」
と
、「
観

光
推
進
の
体
制
づ
く
り
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年

度
か
ら
必
要
な
予
算
化
を
行
い
、
関
係
団

体
と
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
す
る
た
め
に

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
体
制
を
明
確

に
し
た
上
で
、
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
人
が
や
す
ら
ぐ
安
全
な
ま
ち

■
循
環
型
社
会
の
形
成

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の

地
域
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

を
活
用
し
、
市
の
施
設
に
太
陽
光
発
電
な

ど
の
省
エ
ネ
設
備
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

「
千
年
の
森
選
定
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
「
千
年
の
森
」
の
指
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
萩

市
と
の
共
同
事
業
と
し
て
新
た
な
焼
却
施

設
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
本
年
４
月
１
日
に
一
部
事
務
組
合
の

設
立
を
行
い
、
平
成
27
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
豊
浦
大
津
環
境
浄
化
組
合
で
処
理
し

て
い
る
、
日
置
地
区
及
び
油
谷
地
区
の
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
次
期

の
処
理
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
具
体
的

な
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
一
体
的
な
景
観
の
形
成

　

景
観
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
市
民
が
協

働
す
る
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

そ
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

海
岸
清
掃
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
確
実
に
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
海
岸
線
へ
多
量
の
ご
み

が
漂
着
す
る
こ
と
か
ら
、
下
関
市
と
の
実

態
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
の
対
応
が

困
難
な
海
岸
の
漂
着
ご
み
は
、
県
の
基
金

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
住
民
と
協

働
し
て
調
査
や
回
収
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
市
民
に
参
加
を
い
た
だ
い
て

い
る
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
in
な
が
と
」

は
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
住
環
境
の
整
備

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
湯
本
新
配

水
施
設
整
備
事
業
」
に
着
手
し
て
お
り
、

平
成
23
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
工

事
を
継
続
し
ま
す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、「
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
未
普
及
区
域
の
解
消
や
老
朽
施
設
の

改
築
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

■
防
災
・
防
犯
体
制
の
強
化

　

昨
年
７
月
21
日
の
豪
雨
は
、
自
然
災
害

防
止
対
策
の
強
化
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
対
策
と
し
て
、
災
害
危
険
箇
所
の
周
知

徹
底
を
図
る
た
め
「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
全
世
帯
に
配
布
す
る
ほ
か
、
組

織
強
化
と
し
て
、
総
務
課
地
域
安
全
係
を

総
務
課
地
域
安
全
推
進
室
と
し
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
宅

用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
、設
置
期
限（
平

成
23
年
５
月
31
日
）
に
向
け
て
普
及
促
進

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

本
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
県
の
旅
券

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
「
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
給
」
が
、
市
役
所
本
庁
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

■
総
合
交
通
対
策
の
推
進

　
「
長
門
俵
山
道
路
」
が
昨
年
事
業
化
さ

れ
、
国
直
轄
事
業
と
し
て
、
調
査
設
計
業

務
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
要
望
活
動
を

継
続
し
、
こ
れ
の
早
期
完
成
と
「
山
陰
自

動
車
道 

長
門
・
下
関
間
」
全
線
の
早
期
事

業
着
手
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
が
栄
え
る
ま
ち

■
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
な
が

と
地
域
再
生
戦
略
会
議
」
の
提
言
に
沿
っ

て
、
生
産
者
が
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
と
ら

え
、
さ
ら
な
る
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
農
産
物
直
売
所
の
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
お
い
て
は
、県
内
有
数
の「
長

門
大
津
和
牛
」
を
維
持
継
続
す
る
た
め
、

市
有
繁
殖
雌
牛
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
下
関
市

と
と
も
に
有
害
獣
活
用
肉
処
理
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
引
き
続
き
両
市
で
検
討
し
て

施
政
方
針
に
見
る
平
成
22
年
度
予
算
の
概
要

2
月
24
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
南
野
市
長
が
平
成
22
年
度
施
政

方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
22
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲協働のまちづくりの推進（大浦クリーンアップ大作戦）

▲災害に強いまちづくりを（昨年７月 21日の豪雨）

▲施政方針を述べる南野市長
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生
活
創
造
事
業
は
、
油
谷
地
区
の
一
部
で

モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
具
体
的
な
支
援
の
体

制
づ
く
り
が
で
き
た
の
で
、今
年
度
か
ら
、

本
格
的
な
支
援
体
制
の
充
実
と
宅
配
弁
当

の
あ
っ
せ
ん
、
買
い
物
支
援
等
の
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

個
性
豊
か
に
人
が
輝
く
ま
ち

■
学
校
教
育
・
就
学
前
教
育

　

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の
協
力
体

制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
５

歳
児
を
対
象
に
し
た
発
達
相
談
会
「
５
歳

児
す
こ
や
か
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
小
中
学
校

９
年
間
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
「
小
中

一
貫
教
育
」
の
実
現
・
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
み
す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

等
の
文
化
事
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の

「
心
の
教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

　
「
長
門
市
学
校
施
設
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
学
校
施
設
の
計
画
的
な
整
備
・
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
年
度

は
、
深
川
小
学
校
改
築
工
事
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
の
基

本
構
想
策
定
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

い
き
ま
す
。

　

水
産
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
長
門

市
水
産
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
漁
協

や
水
産
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
激
化
す
る
産
地
間
競
争

に
名
乗
り
を
上
げ
、
低
迷
す
る
水
産
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

仙
崎
新
市
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
県
漁

協
が
水
産
庁
に
対
し
て
事
業
申
請
を
行

い
、「
水
産
物
流
通
機
能
高
度
化
対
策
事

業
」
の
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
県
漁
協
で
は
、
平
成
22
年
度
に
実
施

設
計
を
行
い
、
平
成
23
年
度
に
は
新
市
場

が
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
崎
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚

介
類
を
、
求
め
や
す
い
価
格
で
提
供
す
る

「
朝
市
」
を
仙
崎
魚
市
場
で
継
続
的
に
実

施
し
、
地
元
産
魚
介
類
の
情
報
発
信
の
場

に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
な
が
と
地
域
再

生
戦
略
会
議
の
提
言
に
基
づ
き
、
魚
価
の

向
上
に
結
び
つ
く
加
工
処
理
施
設
の
検
討

を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

仙
崎
新
市
場
の
建
設
を
機
に
、
地
元
産

魚
介
類
の
認
知
度
を
高
め
、
付
加
価
値
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
「
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド

推
進
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
の
展
開
を
、

観
光
業
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
藻
場
保
全
対
策
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
な
が
と

大
津
商
工
会
や
長
門
商
工
会
議
所
に
対

し
、
商
業
振
興
の
た
め
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
木
造
住
宅
建
設
に
関
す
る
補
助
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
体
験
・
滞
在
・
反
復
型
の
観
光
地
づ
く
り

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
観

光
課
」
を
設
け
、所
管
の
部
の
名
称
も
「
経

済
観
光
部
」
と
し
、
新
た
な
顧
客
ニ
ー
ズ

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
観
光
推
進
の
体

制
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
観
光
行
政
を
新
た
な
観

光
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
も
の
と
す
る

た
め
、「
観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
観
光
協
会
な
ど
の
地
元
関
係
団

体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
観
光
物
産
フ
ェ
ア
は
、
観
光
情
報
の

発
信
と
特
産
品
の
物
販
を
行
い
、
観
光
と

物
産
の
両
面
で
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
PR
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
点
地
区
と
し

て
、花
の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
受
賞
の「
俵

山
し
ゃ
く
な
げ
園
」
の
あ
る
俵
山
地
区
を

選
定
し
、
俵
山
地
区
で
実
施
さ
れ
る
事
業

や
、
里
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

■
ま
ち
ぐ
る
み
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

昨
年
度
に
全
額
国
庫
補
助
に
よ
り
実
施

し
た
子
宮
頚
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
今

年
度
の
補
助
率
見
直
し
に
よ
り
、
市
の
負

担
を
伴
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
早
期
発

見
・
治
療
の
観
点
か
ら
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
新
た
に
保
健
師
の
地
区
担
当
制
を

導
入
し
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
複
数
の

保
健
師
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
健
康
相
談

や
訪
問
活
動
な
ど
、
市
民
要
望
に
応
え
る

体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
等
と
連
携
を
密
に
し
て
対

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

平
成
21
年
度
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
「
地
域
医
療
再
生
臨
時

特
別
交
付
金
事
業
」
が
都
道
府
県
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
長
門
医
療
圏
地

域
医
療
再
生
計
画
」
が
山
口
県
の
地
域
医

療
再
生
計
画
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
た
び

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

市
の
救
急
医
療
体
制
な
ど
地
域
医
療
の
充

実
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
と
し
て
も
、
長
門
市
医
師
会
と
連
携
し

て
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▲俵山地区ニューツーリズムの拠点「里山ステーション俵山」

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

認
知
症
高
齢
者
対
策
や
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
の
孤
独
死
、
ま
た
は
介
護
疲
れ
に

よ
る
虐
待
事
件
な
ど
、
社
会
問
題
化
し
て

い
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る

理
解
と
支
援
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
障
害
者
団
体
等

の
活
動
に
際
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
活
用
の

要
望
が
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
新
た
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
に
よ
り
「
福
祉
バ
ス
」
の
運
行
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
「
第
２
期
長
門
市
障
害
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き
、
訪
問
介
護
や
行
動
支
援
事
業
、

機
能
訓
練
や
生
活
訓
練
、
ま
た
は
就
労
を

希
望
す
る
方
へ
の
就
労
移
行
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
で
生
活
を
営
む
こ
と
に
支

障
の
な
い
人
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
共
同
生
活
介

護
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
事
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
や
更
正
医
療
費
給

付
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
児
童
福
祉
の
充
実

　

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
策
定
す
る
「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
後
期
計
画

に
基
づ
い
た
子
育
て
支
援
策
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
後
期
計
画
で
は
、
子
ど
も
の

人
権
擁
護
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
、
子
育

て
世
代
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
の

施
策
の
推
進
や
、
食
育
の
推
進
に
も
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
中
学
卒
業
ま
で
の
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
手

当
」
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、
交
付
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
再
編
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
委
託
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

負
担
の
無
料
化
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
充
実

　

平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
安
心

す
。
ま
た
、施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

明
倫
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
、
及
び

仙
崎
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
な
お
、
統
合

関
連
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
大
畑
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
に
も
着

手
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
施
設

　

現
在
二
千
四
百
食
規
模
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
築
中
で
あ
り
、
平
成
22
年
９

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
当
面
は
、

こ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
日
置
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
及
び
深
川
中
学
校
調
理
場
の

３
施
設
で
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
食
材
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
運
営
の
効
率
化

　
「
長
門
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
方
針
」

に
基
づ
き
、
今
年
度
は
、
通
中
学
校
の
仙

崎
中
学
校
へ
の
平
成
23
年
４
月
１
日
統
廃

合
に
向
け
、
交
流
事
業
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
各
地
区
公
民

館
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
画
の
自
主
運
営

組
織
に
よ
る
利
用
者
側
の
視
点
に
沿
っ
た

運
営
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

健
康
増
進
の
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
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活力ある長門市再生予算に

　近年、市税の減少や高い水準の公債費など、市財政
を取り巻く環境は年々厳しくなっています。そのため、
平成22年度の予算編成にあたっては、財政健全化を
着実に進めることを考慮し、限られた財源の中で「歳
入に見合った歳出予算」による身の丈にあった予算規
模を目標とし、優先順位の明確化や事業の見直しなど
を踏まえた予算編成に取り組みました。
　なお、平成22年度予算は、地場産業の振興による
地域の活性化を図るための事業に配慮した『活力ある
長門市再生予算』として位置付けています。

人件費
4,113,130
 （20.3％）

   扶助費
2,628,961
  （13.0％）

   公債費
4,152,980
 （20.5％）

その他
307,876
（1.5％）

普通建設事業費
    2,400,209
      (11.8％）

災害復旧事業費
   93,450
   （0.5％）

物件費
2,477,572
（12.2％）

補助費等
1,394,450
（6.8％）

繰出金
2,721,372
（13.4％）

維持補修費
 　　 171,964
貸付金
        111,072
積立金          7
投資及び出資金
          13,833
予備費 11,000

義務的経費
 10,895,071
　　（53.7％）

    その他の経費
  6,901,270
（34.0％）

歳出総額
20,290,000

投資的経費
2,493,659
  （12.3％）

市税
4,038,461
（19.9％）

諸収入
582,025
（2.9％）

その他
845,434
 （4.2％）

国庫支出金
1,643,345
   （8.1％）

県支出金
1,341,334
（6.6％）　市　債

2,936,500
  （14.5％）

地方交付税
8,150,000
（40.1％）

その他
752,901
   （3.7％）

歳入総額
20,290,000

自主財源
 5,465,920
     （26.9％）

依存財源
　　14,824,080
　　　（73.1％）

分担金及び負担金
　　  　200,289
使用料及び手数料
        　514,103
財産収入 28,040
繰入金  100,000
繰越金             1
寄附金      3,001

地方譲与税     228,001
利子割交付金    18,300
配当割交付金      4,000
株式等譲渡所得割交付金
                         3,000
地方消費税交付金
                     354,000
ゴルフ場利用税交付金
                       10,000
自動車取得税交付金
                       73,000
地方特例交付金
                       57,000
交通安全対策特別交付金
                         5,600

一般会計

特別会計
  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  老人保健事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

合　　計

20,290,000

11,267,989
5,567,942
974,153
78,101
　12,391
102,075
528,960
3,294,338
103,208
606,821

31,557,989

19,558,938

11,089,928
5,314,986
1,193,404
128,125
　31,101
104,749
520,927
3,100,461
96,142
600,033

30,648,866

731,062

178,061
252,956

▲ 219,251
▲ 50,024
▲ 18,710
▲ 2,674
8,033

193,877
7,066
6,788

909,123

3.7

1.6
4.8

▲ 18.4
▲ 39.0
▲ 60.2
▲ 2.6
1.5
6.3
7.3
1.1

3.0

会　 計　 別 予　算　額
（単位：千円）

前年度予算額
 （単位：千円）

増　減　額
（単位：千円）

対前年度伸率
　（単位：％）

平成22年度 予算の構成

平成22年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
　依存財源…国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入

※

※昨年度の当初予算は骨格予算であったため６月補正後の額

■
個
性
が
輝
く
文
化
の
創
造

　

本
年
度
か
ら
「
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
」

「
く
じ
ら
資
料
館
」「
香
月
泰
男
美
術
館
」

「
村
田
清
風
記
念
館
」
の
４
館
共
通
入
館

券
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

市
民
の
入
館
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

■
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体

　
「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
・
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
」
の
開
催
ま
で
、
後
1
年

半
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、「
プ
レ

国
体
」
が
５
月
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
と
な
る
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
の
施
設

整
備
も
整
い
、
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
や
実
施
本
部
を
設
立
す
る
な

ど
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
来
訪
さ
れ
る
人
に
、

長
門
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て「
ま

た
長
門
市
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
心
に
残

る
大
会
に
な
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
の
心

を
も
っ
て
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
り
、
自
分
発
信
す
る
ま
ち

■
市
民
協
働
と
地
域
活
性
化

　

昨
年
8
月
、
各
地
域
審
議
会
に
対
し
、

「
市
民
協
働
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
行
い
、
現
在
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
審
議
会
で
議
論
を
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
６
月
に
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
「
市
民
協
働
へ
の
取
り

組
み
」
に
関
す
る
中
間
答
申
を
頂
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
行
政
運
営
の

推
進
に
お
い
て
も
、「
市
民
と
の
協
働
」
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
市
民

活
動
推
進
室
を
核
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
市
民
参
加
」
や
企
画
段
階
か

ら
行
政
と
一
緒
に
取
り
組
む
「
市
民
参

画
」、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
回
復
な
ど
、「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
や
「
市
長
へ
の

提
言
箱
」、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
今
後

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
し
、

積
極
的
な
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
行
財
政
改
革

　

長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会
か
ら
の
提
言

を
受
け
た
後
、
新
た
な
経
営
改
革
プ
ラ
ン

を
平
成
21
年
度
内
に
策
定
し
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
ま
す
。

■
支
所
機
能
の
充
実
・
強
化
策

　

各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
の
複

数
配
置
と
と
も
に
、
住
民
に
身
近
な
業
務

は
支
所
で
行
っ
た
り
完
結
し
た
り
す
る
こ

と
や
、
市
民
と
の
協
働
を
一
層
進
め
る
こ

と
を
目
指
し
、
支
所
長
権
限
の
予
算
枠
を

確
保
し
ま
す
。

■
入
札
制
度
改
革

　

入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、
受
注
機
会
の

公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
市
が
提
示
す

る
一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
は
す
べ

て
入
札
に
参
加
で
き
る
「
条
件
付
一
般
競

争
入
札
」
の
適
用
金
額
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
品
質
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
は
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
防
止
と
し
て
、
予
定
価

格
に
応
じ
た
「
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の

見
直
し
」
と
、「
最
低
制
限
価
格
制
度
の

導
入
」、
さ
ら
に
は
「
監
督
・
検
査
体
制
」

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

■
広
域
行
政
の
推
進

　

下
関
市
と
の
ト
ッ
プ
会
談
、観
光
事
業
、

人
事
交
流
や
水
産
部
門
等
で
の
連
携
、
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
萩
市
・
益
田

市
・
浜
田
市
・
長
門
市
の
４
市
に
よ
る
観

光
事
業
等
の
連
携
に
つ
い
て
も
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

長
門
市
政
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
さ
が
増
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決

に
あ
た
っ
て
は
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
が
出
せ

る
よ
う
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
用
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
し
、
私
の
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。
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▲国体に向けて施設整備が完了した俵山多目的交流広場

▲行政改革懇話会のようす
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